
二
富
山
大
学
の
実
施
体
制
と
実
績

国
立
大
学
法
人
富
山
大
学
は
、
現
在
三
キ
ャ
ン
パ
ス
八
学
部
（
五

福
キ
ャ
ン
パ
ス
に
人
文
学
部
・
人
間
発
達
科
学
部
(旧
教
育
学
部
)・

経
済
学
部
・
理
学
部
・
工
学
部
、
杉
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
医
学
部
・
薬

学
部
、
高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
に
芸
術
文
化
学
部
）
か
ら
な
り
、
地
方
の

国
立
大
学
と
し
て
は
有
数
の
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
の
内
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
の
は
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
五
学
部
で
あ

る
（
平
成
二
〇
年
度
か
ら
は
芸
術
文
化
学
部
も
参
加
予
定
）
。
実
施

体
制
は
幾
度
か
の
組
織
再
編
が
あ
り
、
富
山
大
学
教
育
委
員
会
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
専
門
委
員
会
（
平
成
一
四
年
度
～
一
五
年
度
）
、
富

山
大
学
教
育
・
学
生
支
援
室
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
平
成
一
六
年
度
～
一
七
年
度
）、
富
山
大
学
教
育
・
学
生
支
援
室
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
タ
ス
ク
チ
ー
ム
（
平
成
一
八
年
度
～
）
と
い
う
具

合
に
、
結
果
と
し
て
見
れ
ば
二
年
毎
の
再
編
強
化
を
図
っ
て
き
た
こ

と
に
な
る
。
所
管
す
る
事
務
組
織
は
学
務
部
就
職
課
で
あ
る
。
一
方
、

各
学
部
に
お
け
る
対
応
組
織
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
委
員
会
、
教

務
委
員
会
、
就
職
委
員
会
、
就
職
担
当
教
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
事
務
組
織
は
い
ず
れ
も
教
務
係
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
実
施
体
制
の
変
化
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組

が
成
長
し
て
行
く
過
程
の
現
れ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
も
っ
と
本
質
的

な
問
題
が
あ
っ
て
、
富
山
大
学
に
は
そ
も
そ
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
定
着
し
な
い
の
か
、
俄
に
は
判
断
し
難
い
。
た
だ
一
つ
言
え
る
こ

と
は
、
事
務
組
織
に
比
べ
て
教
員
組
織
（
委
員
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

タ
ス
ク
チ
ー
ム
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
）
は
担
当
者
が
任
期
毎
に
交

替
す
る
こ
と
が
多
く
、
決
し
て
安
定
し
た
実
施
体
制
と
は
言
い
難
い

と
い
う
点
で
あ
る
（
恐
ら
く
他
の
国
立
大
学
で
も
同
様
の
状
況
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
）。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
考
え
る
と
意

外
な
こ
と
で
あ
る
が
、
富

山
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実
績
は
、
導

入
当
初
の
平
成
一
一
年
度

か
ら
確
実
に
上
が
っ
て
い

る
（
表
１
）。
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表１ インターンシップ年度別データ

年度 企業 希望者 実施者 実 施 学 部

11 14 25 23 工

12 22 54 43 理・工

13 18 38 38 理・工

14 49 157 110 経・理・工

15 60 127 112 人・教・経・理・工

16 87 193 151 人・教・経・理・工

17 98 185 163 人・教・経・理・工

18 123 233 204 人・教・経・理・工

一
は
じ
め
に

富
山
大
学
は
平
成
一
八
年
度
、
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
五
学
部
（
人
文

学
部
・
教
育
学
部
・
経
済
学
部
・
理
学
部
・
工
学
部
）
の
学
生
二
〇

四
名
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
行
っ
た
（
申
込
者
二
三
三
名
）。

こ
れ
は
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
五
学
部
の
三
年
次
学
生
一
六
四
五
名
の
一

二
・
四
％
に
当
た
る
。
富
山
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

導
入
は
平
成
一
一
年
（
工
学
部
）
で
あ
る
。
関
係
省
庁
に
お
け
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
動
向
、
す
な
わ
ち
経
済
産
業
省
の
平
成
八
年

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
よ
る
産
業
高
度
化
に
関
す
る

調
査
研
究
」、
文
部
科
学
省
の
平
成
九
年
「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

厚
生
労
働
省
の
平
成
九
年
「
第
一
回
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
学
生
の

就
業
体
験
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
と
比
べ
る
と
、
富
山
大
学

は
早
い
時
期
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
言
え

る
。

（
１
）本
稿
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

富
山
大
学
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
地
方
の
国
立
大
学
が
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
推
進
す
る
場
合
に
抱
え
る
問
題
点
に
つ
い
て
も
述
べ
て

い
き
た
い
。
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●
事
例
紹
介

●

地
方
国
立
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組

小
助
川
貞
次

（
富
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
タ
ス
ク
チ
ー
ム
主
査
・
人
文
学
部
教
授
）



学
生
に
と
っ
て
は
実
習
そ
の
も
の
が
一
番
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
部

分
で
あ
る
が
、
担
当
教
職
員
に
と
っ
て
は
実
習
に
行
か
せ
る
ま
で
の

準
備
が
業
務
の
ピ
ー
ク
に
な
る
。
例
年
、
五
月
・
六
月
は
メ
ー
ル
や

電
話
の
件
数
、
学
生
と
の
面
談
回
数
が
桁
違
い
に
多
く
な
る
。
他
県

で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
協
議
会
（
経
営
者
協
会
）
が
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
富
山
県
内
の
参
加
大
学
・
学
校
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
参
加
企
業
と
の
間
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
最
後
の

一
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
終
え
た
と
き
の
充
実
感
は
、
こ
の
業
務
を
担

当
し
た
も
の
で
な
い
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

四
「
地
方
国
立
大
学
」
の
持
つ
意
味

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
地
方
国
立
大
学
」
に
つ
い
て
少
し
触

れ
て
お
き
た
い
。
現
在
、
全
国
の
大
学
（
学
校
）
で
正
課
と
し
て
行
っ

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
企
業
と
大
学
（
学
校
）
と
経
営
者

協
会
が
推
進
協
議
会
を
構
成
し
、
い
わ
ば
公
的
な
枠
組
み
の
中
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
企
業
が
集
中
す
る
大
都
市
部
で
は
、
企

業
が
募
集
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
相
当
数
あ
り
、
正
課
以
外
で

実
習
す
る
学
生
も
多
い
と
想
像
さ
れ
る
（
正
確
な
デ
ー
タ
は
分
か
ら

な
い
。
ま
た
必
ず
し
も
大
企
業
だ
け
が
公
募
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
）
。
富
山
大
学
の
あ
る
富
山
県

は
典
型
的
な
「
地
方
」
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
大
企
業
も
あ
る
が
、

実
際
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
る
企
業
は
中
小
が
多
い
。

平
成
一
八
年
度
の
「
受
入
企
業
の
規
模
別
内
訳
」
を
見
る
と
「
官
公

庁
・
不
明
」
を
除
く
一
八
五
社
の
内
、
従
業
員
数
一
〇
〇
人
未
満
の

企
業
は
九
三
社
で
全
体
の
約
五
〇
％
を
占
め
、
従
業
員
数
一
〇
〇
〇

人
以
上
の
企
業
は
一
七
社
で
全
体
の
一
〇
％
に
満
た
な
い
。

（
２
）

結
果
と

し
て
、
富
山
県
内
で
は
公
的
機
関
を
通
さ
ず
に
行
わ
れ
る
企
業
募
集

型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
少
な
い
。
ま
た
地
理
的
な
問
題
か
ら
、

大
都
市
部
ま
で
出
か
け
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
学
生
も
少
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
本
来
の
目
的
が
達
成
で
き

る
「
地
方
」
環
境
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
「
地
方
」
、
特
に
富
山
県
で
あ
る
こ
と
の
大
き
な
特
徴
を

も
う
一
つ
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
富
山
県
で
は
平
成
一
一
年
度
か

ら
中
学
校
二
年
生
が
一
週
間
、
学
校
外
で
職
場
体
験
活
動
や
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
「
社
会
に
学
ぶ
『
一
四
歳
の
挑
戦
』
」

事
業
（
富
山
県
教
育
委
員
会
）
を
展
開
し
て
い
る
（
平
成
一
三
年
度

か
ら
は
県
内
す
べ
て
の
中
学
校
で
実
施
）
。
平
成
一
八
年
度
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
行
っ
た
三
年
生
は
ち
ょ
う
ど
平
成
一
一
年
度

の
中
学
校
二
年
生
に
当
た
る
。
平
成
一
八
年
度
に
富
山
県
全
体
で
実

習
学
生
が
一
四
％
（
八
六
名
）
増
加
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
「
一
四

歳
の
挑
戦
」
の
効
果
が
大
き
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

（
３
）

ま
た
富
山
大
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三
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
業
務
内
容

富
山
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
業

務
内
容
は
、
典
型
的
な
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
に
入
る
も
の
で
あ
り
、
恐

ら
く
他
の
大
学
と
大
き
な
違
い
は
な
い
（
表
２
）。

た
だ
し
、
次
の
二

点
は
大
き
な
特
徴
と

言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
第
一
に
、
実
施

体
制
に
は
学
部
毎
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

タ
ス
ク
チ
ー
ム
と
就

職
課
が
中
心
に
な
っ

て
五
学
部
共
同
で
業

務
を
行
う
よ
う
に
し

て
い
る
こ
と
（
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
）、

第
二
に
、
申
込
受
付

か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
ま

で
の
過
程
に
か
な
り

の
手
間
を
か
け
て
い

る
こ
と
（
面
倒
見
の

良
さ
）（

表
３
）。
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表２ 平成19年度インターンシップ・スケジュール

時 期 項 目 内 容

4月18日 概要説明会 12:15～12:50ビデオ使用 アンケート実施

5月9日 申込説明会 12:15～12:50手続き・日程について

5月中旬 企業リストチェック 富山県インターンシップ推進協議会ＨＰ

5月18日 参加申込期限 各学部教務係へ

5月23日 実務担当者会議 参加企業に教員の張り付け、受入人数確認作業

5月30日 合同面接指導 各学部から面接担当教員選出

マッチング開始

6月13日 事前指導（1） マナー講習（ビデオ使用）

6月20日 事前指導（2） マナー講習（外部講師による指導）

6月27日 事前指導（2） 同上

7月下旬～ 事前打合せ 実習生が受入企業と事前連絡

8月上旬～ 実習開始

10月上旬 事後指導 学部別の指導（面接、レポートの提出等）

10月中旬 参加報告書の入力 Ｗｅｂ画面から入力

11月 学内報告会 各学部1名

12月中旬 就業体験発表会 富山県インターンシップ推進協議会主催

表３ マッチングまでの流れ

項 目 内 容 担 当 者

参加申込みと集計 共通の様式を使用 各学部教務係、就職課

参加企業に担当教員の張り付け 実務担当者（教員）

参加企業へ受入人数の確認
第一希望者数を伝える
受入条件について再確認

実務担当者（教員）

面接指導
受入人数を超過している企業につい
て合同面接指導。学部単独の申込
者については各学部で面接指導

実務担当者（教員）

受入企業へ申し込み
第一希望者リスト（申込書）を受入
企業へ連絡

実務担当者（教員）

受入企業へ諾否の確認

諾→本人及び各学部教務係へ連絡
（事務手続きの開始）

否→第二希望の確認
担当教員へ連絡・引継

実務担当者（教員）（いずれ
の場合も実務担当者・就職課・
教務係間で報告）

受入状況ファイルを作成･配信 就職課

第二希望者のマッチング 最大限の努力（諦めない！） 実務担当者（教員）



・
学
事
歴
（
夏
休
み
に
行
わ
れ
る
補
講
・
集
中
講
義
や
講
習
）
と
実

習
時
期
と
の
重
複

・
担
当
教
員
に
よ
る
実
習
中
の
視
察
（
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
）

・
留
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
こ
れ
ま
で
参
加
者
が
い
な
か
っ

た
）

・
障
害
者
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
今
後
予
想
さ
れ
る
）

・
就
職
活
動
を
含
め
て
長
期
に
及
ぶ
追
跡
調
査
（
全
国
的
に
も
行
っ

て
い
な
い
）

・
低
学
年
次
、
複
数
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
全
学
的
な
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
構
築
が
必
要
）

・
大
学
院
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
過
去
八
年
で
一
名
の
み
）

富
山
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
と
連
携
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
も
多
い
が
、
富
山
大
学
と
し
て
は
、
実
施
体
制
の

整
備
と
教
育
活
動
全
体
の
中
で
の
位
置
付
け
を
ど
う
す
る
か
が
緊
急

の
課
題
で
あ
る
。
富
山
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
者
は
、
こ

れ
ま
で
も
現
在
も
、
学
生
を
絶
対
に
見
捨
て
な
い
し
最
後
ま
で
諦
め

な
い
と
い
う
強
い
熱
意
を
も
っ
た
集
団
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

今
後
の
富
山
大
学
の
展
望
は
、
現
在
の
力
を
組
織
と
し
て
ど
う
継
続

で
き
る
か
と
い
う
点
に
こ
そ
か
か
っ
て
い
る
。

注（
１
）
In
tern
sh
ip
-S
S
C
国
内
・
海
外
の
動
向
（
省
庁
の
名
称
は
原
文

の
ま
ま
）

（
h
ttp
:/
/
w
w
w
.in
tern
sh
ip
-ssc.o

rg
/
ch
ish
ik
i/
k
ig
y
o
u
/
k
o
k
u
n
a
i-

d
o
u
k
o
u
-k
i/
k
o
k
u
n
a
ig
a
i-sh
o
u
ch
o
u
.h
tm
l）

（
２
）
『
平
成
一
八
年
度
富
山
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
実
施
報
告
書
』

（
富
山
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
、
平
成
一
九
年
三
月
）

（
３
）『
北
日
本
新
聞
』
平
成
一
八
年
一
一
月
一
七
日

（
４
）
教
育
再
生
会
議
で
の
評
価
（
『
北
日
本
新
聞
』
平
成
一
九
年
四
月

二
七
日
）
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学
で
四
月
に
行
っ
た
概
要
説
明
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
回
収
数
三
一
二
人
の
内
、
中
学
校
で
就
業
体
験
を
し
た
学
生
が

一
九
二
名
い
た
（
内
、
富
山
県
九
一
名
、
富
山
県
以
外
一
〇
一
名
）。

結
論
を
出
す
に
は
も
う
少
し
長
い
期
間
に
及
ぶ
詳
し
い
調
査
を
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
富
山
県
の
大
き
な
教
育
的
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

（
４
）

一
方
で
「
地
方
国
立
大
学
」
で
あ
る
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
就
職
支
援
に
関
わ
る
担
当
教
員
が
、
本
来
の
教
育
研
究
活
動
と

兼
務
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
私
立
大
学
や
旧

帝
大
系
の
国
立
大
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
専
任
ス
タ
ッ
フ
が

常
駐
し
、
一
般
の
教
員
が
教
育
研
究
活
動
の
片
手
間
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
就
職
支
援
業
務
に
携
わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
見
方

を
変

え
れ
ば
、
「
地
方
国
立
大
学
」
で
は

筆
者
を
含
め
て
多

く
の
教

員
は
企
業
に
お
け
る
就
業
経
験
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
最
前
線
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
ち
な

み
に
筆
者
は
日
本
語
学
を
専
門
と
し
、
普
段
は
全
国
の
古
社
寺
で
平

安
時
代
の
漢
文
写
本
を
調
査
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
教
員
に

な
る
ま
で
高
校
や
予
備
校
の
講
師
以
外
の
仕
事
は
し
た
こ
と
が
な
い
）。

我
々
が
学
生
に
求
め
て
い
る
企
業
研
究
や
就
業
意
識
の
高
揚
、
社
会

人
マ
ナ
ー
な
ど
と
は
一
番
遠
い
と
こ
ろ
に
い
る
の
が
、
実
は
我
々
教

員
自
身
な
の
で
あ
る
。
地
方
国
立
大
学
の
場
合
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
を

新
た
に

採
用
す
る
こ
と
は

ほ
と

ん
ど

不
可

能
に

近
い
。
結

局
、
「

素

人
」
の
教
員
が
学
生
を
指
導
し
、
企
業
と
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
で
も
あ
る
程
度
こ
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
他
の

教
員
よ
り
少
し
は
「
素
人
」
の
域
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
担
当
者
が
替
わ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
経
験
値
は
継
続
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
富
山
大
学
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

全
国
の
「
地
方
国
立
大
学
」
で
も
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
業
務
に
携
わ
る
全
国
の
「
一
般
」
教
員
と
の
情
報
交
換
の
場

が
欲
し
い
。

五
今
後
の
課
題
と
展
望

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
富
山
大
学
が
抱
え
る
問
題
の
い
く

つ
か
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
タ
ス

ク
チ
ー
ム
な
ど
で
話
題
に
上
っ
た
問
題
と
と
も
に
改
め
て
列
挙
し
て

み
る
。

・
非
専
門
職
と
し
て
の
担
当
（
担
当
教
員
は
企
業
等
で
の
就
業
経
験

が
ほ
と
ん
ど
な
い
）

・
複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
準
備
（
高
岡
キ
ャ
ン

パ
ス
が
平
成
二
〇
年
度
か
ら
参
加
）
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